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〔症例〕 腎動静脈奇形の 1症例
エ冨牢秋克 日 大塚 薫*
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略語一覧 :RP逆行性腎孟撮影 
A-V malformation arteriovenous ma1formation 
序文
腎動静脈壌は， 1928年 Varelaによって最初に報告さ
れた疾患で、ある。本症の頻度はかな野低いといわれてい
たが，近年腎動掠撮影の普及iこ伴ない報告剖が増加して
いる。われわれは，高度の肉眼的車援を呈した cirsoid
型の腎動車R静脈奇形〈先天性腎動静寂凄)の 1症例を経
験したので報告し，若干の考察を加えた。
症例
患者:31歳，女性
初診:1980年11月 1日
主訴:肉誤的車尿
既往歴・家族主霊:特記すべきこと立し
現癌歴 :10月31日夕方より，肉眼的血尿，腰背部譲出
現するも排尿時痛，発熱等の抱の症状はなし。初診時外
来にて跨競鏡を蒐行するに跨説内異常所見詰なく，尿管
口よ予の出血も認められなかった。尿管結石の疑いにて 
11月5S IVPの予定を組み多様子を晃ていたが， 3 S 
夜，右但IJ捜部{出痛発作出現し， 4日入院となる。
入院時現症:体搭中等度，栄養良で苦問状顔貌を呈し
た。胸部打聴、診異常なし。右保護部， 下渡部iこ圧痛が
あったが，車管性雑音は聴取しなかった。血圧80/50 
mmHg，統括112，整，体温37.20C.
入読時検査成績:白血球8500/mm3，赤血球313X1041 
mm3，Hb9.8g/dl，Ht 30%。血小板 16.5X104/mm3 •
絵、タンパク 6.5gjdl.電気誌議アルブミン 54.4話， α1 グ
ロプヲン7.9%，αzグロプリン12.4%，sグロプリン 
12.5%，rグロプヲン 12話。 BUN15mg/dl，Cr 1.0 
Eg/dl.好機能，車清電解質は正常。尿は色謂暗褐色で
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Fig. 1. IVP shows right renal pelvis and 
calyces visualizing poor1y. 
酸性，糖 C-)，タンパク C+ト)。沈誼で多数の赤血球と
少数の岳血球を認めた。心霊図および胸部レ隷所見は正
営であった。
尿蕗造影及び動脈造影:Fig. 1の IVPにおいて詰，
右腎の腎孟腎杯が不明掠である。 Fig. 2の RPで、は，
凝車塊が腎杯から尿管，務肢まで充講している房見であ
った。以上よ F在腎出車と事j新し，腎孟腫蕩の可能註も
考慮し，尿細控診を行ったが，クラスム 2の紐患のみ 
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Fig. 2. RP demonstrates continuous :fil-
ing defects in the renal pelvis 
and ureter caused by impaction of 
blood coagula. 
Fig. 3. Selective right renal angiography. 
Cirsoid type of A-V malformat-
ion and early五llingof right renal 
vem. 
であ予，濯定診断のため腎動新撮影を施行した。 Fig. 
3 fま選択的腎動原撮影像であるが，左腎は正常な阜管畿
を示しているが，右腎においては屈曲蛇行する小血管群
Fig. 4. Subtraction :film taken simultane-
ously with Fig. 3. Con五gurations 
of the blood vessels are represen-
ted more clearly. 
Fig. 5. 1¥在usclelayer of large vessel ap-
pears irregular. (H.E.) 
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Fig. 6. Elastic五berof one large vessel 
appears unc1ear (elastica-van Gie-
son). 
と共に腎静脈の早期造影が認められた。 Fig. 4は同写
真のサブトラクションである。以上より cirsoid聖の腎
動静脹奇形と診断した。
治療および経過:車尿が著しく誘肢タンポナーゼをく
りかえし，輪車をすでに2000ml実施しているため DIC
等の心配もあり，右腎撰除舗を強行した。揺出腎重量は 
180gであった。
病理組識学的所見:Fig. 51こ示すように，腎孟粘摸
下iこ多数の異常血管を認める。動掠，静寂の区別の明瞭
立もの，豆足立の不境瞭な immatureな血管が混在して
お安，中央の血管の第麗の走向も発育も不規則なのが明
白である。 Fig. 6 fま弾控線維を黒く染める elastica 
van Gieson染色であるが，発育した第層内にはっき
りした弾性板がない異常な車管を認める。
患者は衝後約2週間で退読し，現在全く健康で島る。
考察
動静寂震は， 1757年 JohnHunterにより初めて報告
されたが，腎の他， 四段，肺， 脳等の部位にもみられ
る。腎動静脈凄の報告は1950年台までは極めて少なく， 
Hamilton (1953)の症剖が第4例目となっている。 1960
年台に入札動牒撮影法の進歩と検査のルーチン化が進
み報告側が増加し， 1966年 Maldonadoは86例町 1971
年 McAlhany~土 118例を， 1974年 O'Brienは225例2)
をそれぞれ文献上から集計している。本邦第 1例目は 
1964年長谷川が，腎の針生検後発生した後天性のものを
発表している。
分類に関して辻，先天性，特発注，後天性に分け，更
に先天性を cirsoid型と aneurysmal空に分けるのが，
ー殻的である(表 1)。動脈撮影の所見により先天性の腎
動静脈凄すなわち動静寂奇形には上述した 2つの型があ
ることを指橋したのは， Cru訟 my3)で、あるが，高羽はこ
の2つの型の臨床像の相異を初めて明確に示した心。す
表1.腎動静顎奇形の動脈撮影における所見 
L~irsoid 型 I Aneurysmal型
痩血菅の i腎内動脈校以下の太さ!極めて太い， Sac援

形態 i詑札屈曲あり i蛇行，屈畠なし 

凄の数| 多数 i 限定 

立わち cirsoid型の場合には，凝車塊を供なった肉眼的
血震による発症が高い頻度を示すのが特教的であるが， 
aneurysmal型の場合においては，血管性雑音，高血
圧，心ne大うっ血性心不全等の心車管系の症状がしばし
ばみられるのが，その特徴であるとした。年齢及び性別
分布については，高羽によると， cirsoid型では20-30
歳台に77%，aneurysmal型では40-60歳台に66%と明
らかに若年層と高齢震に分かれ，性別ではいずれの型も
女性に多いとしている。
本症例は腎動静股婁を発生させる後天的な要国，すな
わち外蕩，腎生検，腎撞療などは認められなく，又，腎
動原撮影により多数の小血管の集合，蛇行を示し組織録
で腎孟粘摸下に多数の異常血管を認めたこと，更に高度
の肉眼的車尿を主訴として，高血圧・血管性雑音，心把
大等の循環器症状は認められ主かったことから， cirsoid 
型の典型例と考えられる。本邦におぜる腎動静脈奇形の
集計は1979年田中が46例を報告しているが，それ以降わ
れわれが集めえた報告側は表2に示す如く， 自験{闘が67
番昌である。女性が誌とんどであり， (21人中工7)..)，記
載の明らかなものは， 工伊jを除きすべてが cirsoid型で
あった。
治療に関しては，本邦で詰1975年までは，ほとんどが
外科的療法として腎摘徐術が諸行されていたが，最近で
は腎保存;こ対する努力が払われるようになり，腎部分切
除街を中Jむに痩孔支喜己動脈の結室長箭，人工的塞詮衡など
が試みられ良好な結果が報告されている。凄支配動脈の
比較的明ちかな aneurysmal型や後天性の動静蹄凄に
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表 2.本邦における腎動静脈奇形の報告例(田中のの集計以降〉 
No. I 年齢;r-t生~，側| 主訴 型 処置 報告者〈年代) 
47 52 女 Cirsoid 腎摘 渡辺(1978)
48 45 女 左 血尿 牢Cirsoid 腎摘 =芝益雪三Z 田(1978)
49 32 女 血尿 本Cirsoid 腎描 " 
50 33 女 右 血尿 Cirso詰 結主主・離断街 畠 (1978) 
51 28 男 左 血尿 Cirsoid " 
52 27 女 右 血泉 Cirso近 人工塞栓傷 " 
53 17 左 血蔑 Cirsoid 管摘 高野(1978)
54 60 女 右 血尿 腎摘 吾時利(1979) 
55 35 女 右 血尿 Cirsoid 腎摘 角 田(1979) 
56 26 女 右 血尿 Cirsoid 腎摘 " 
57 63 女 左 血罵 Cirsoid 腎 ?商 守墨(1979) 
58 84 女 右 血長長 Cirsoid 腎摘 光畑(1979) 
59 26 女 右 血尿 Cirsoid 腎摘 近藤(1979) 
60 30 男 左 血尿 Cirsoid 管摘 井本(1980) 
61 !61 女 左 血尿 Aneurysmal 部分切除 中 森 (1980) 
62 42 男 左 血尿 Cirsoid 部分切除 太 田(1980) 
63 39 女 右 血尿 Cirsoid 腎摘 捧久井(1980)
64 29 女 右 人工塞詮街 三罵(1981)
65 30 i 女 人工塞詮街 " 
66 16 女 左右 血尿 Cirsoid 人工塞栓錆 武本(1981) 
67 31 女 血尿 Cirsoid 管摘 自検例(1981)
主訴にて競技タシポタ}ゼは車尿に含めた。
対しては，嘉手L支配動脈結禁術会主，多数の蓮~Lを持った
中小血管の集合である cirsoid型には腎部分現除箭が多
く実諾されているの。罰中は謹選択的塞栓街の適広iこっ
き考察を加え，その有用性を強調しているの。
稿を終えるに蕗み，臨床病理部の向井高記男博士なら
びに動臆撮影を講指導いただいた放射隷診断部の大内敏
宏先生に深謝いたします。なお，本論文の要言は羽81年 
1月の千葉、誌、尿器科集談会において発表した。 
SUMMARY 
A case of 庶民主ivenousmalformation of the 
kidney is reported. A 31・year female visted 
our hospital because of total，gross hematusria 
and lumbago. The day befo玄eadmjssion the 
韮ank pain became more severe. The IVP 
showe昌rightrenal pelvis and calyces visualizing 
poorly. The contralateral kidney was normal. 
The RP demonstrated continuous filling defects 
in the renal pelvis and ureter caused by impa. 
ction of blood coagula. The renal angiography 
disclosed a cluster of small，tortuous，dilated 
*印は記載より推定 
vessels of the right kidney with early五lling 
of right renal vein and inferior vena cava. A 
diagnosis of renal arteriovenous malformation 
was made and nephrectomy was performed. 
五istologic examination revealed peripelvic 
vascular malfo主mation. This is the 67th case 
of renal A-V malformation in Japan. 
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